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 第４章では、研究 1A、1B において、  ルーティンの特徴である、入れ替わること
のない不変順序と入れ替わりが可能な可変順序の区分、及び行為系列の階層化に着目
して、3 歳児がある行為系列を繰り返し経験するなかでルーティンを獲得する過程を
観察法により明らかにした。研究 1A では、新入園児 12 名が朝の用意に取り組む様




同じ既入園児 10 名を対象に観察した。研究 1A と同様に、可変順序の行為について
は、教わった順序で行為を実施しない子どもが複数存在することが確認された。  
 第５章では、ルーティン遂行中の行動の制御について、実行機能の発達を手がか
りに、系列内の行為の順序に着目して検討した。研究 2 では、3~5 歳児 94 名を対象
とし、人形課題と 2 つの実行機能課題を実施した。人形課題は、パンツやシャツなど
― 2 ― 
7 つのアイテムを人形に着せていく「着替えルーティン」を遂行する課題である。順
序が間違っている逸脱状況を与えられた際の反応から、最短で後戻りを実施した最短
群 , 後戻りを試行錯誤的に実施した非最短群 , 後戻りができなかった群を誤答群と
分類したところ、3 歳児では誤答群が多く、5 歳児では最短群が多かった。また、人
形課題の成績は実行機能課題の成績と関係していた。研究 3A、3B では、不変順序と








〜5 歳児 67 名を対象に人形課題を改良した課題を実施した。これは、ある目的にあ
わせて人形に服を着せている途中に目的が変更され、服を部分的に変更しなければな











関連もみられた。3〜5 歳児 72 名を対象に実施した研究 5B でも、類似の結果を確認
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に続き、2 つの観察研究と精緻でユニークな実験課題を用いた 10 の心理学実験研究
を報告し、それらの結果をルーティン研究と実行機能研究の文脈に位置づけ、総合的
に検討した論文である。  












 第２章では、Norman & Shallice (1986) によるデュアルシステム理論が、近年、目
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